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課題名：
大規模言語モデルを活用したロボット制御の学習アルゴリズムの効率化
に関する研究（gcf51143）

成果概要：
大規模言語モデル（LLM）や視覚言語モデル（VLM）を活用した，実世界サービスロボットシステムを構築し，ロボカップアットホームリーグに
おけるタスクを検証した．

成果のポイント：

本研究では，大規模言語モデル（LLM）や視覚言語モデル（VLM）の推論能力を活用しロボット制御における行動生成の効率化を目指す．
トヨタ自動車製のモバイルマニピュレータであるHSRを活用した実サービスロボットシステム構築を行い，環境やタスクに合わせた行動生成が要
求されるロボカップアットホームにおけるタスク，特に，人間が言語で指示されたタスクから行動生成を行うGPSR（Genral Purpose Service 
Robot）タスクにおける検証を行なった．
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